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特別連載 
インタビューで知る研究最前線

第 5 回 
ソ連解体 30 年①　中東民族問題研究の視点から 

立 花 　 優（北海道大学 高等教育推進機構）  
鶴 見 太 郎（東京大学大学院総合文化研究科） 
山 口 昭 彦（上智大学総合グローバル学部）

聞き手　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　�

今 井 宏 平（アジア経済研究所地域研究センター） 

岩 﨑 葉 子（アジア経済研究所地域研究センター）

はしがき

　2021 年はソビエト連邦がその 70 余年の歴史に幕を下ろしてから 30 年の節目に当
たる。「ソ連解体」のインパクトについて，途上国研究の立場から改めて捉え直すた
めに「特別連載：インタビューで知る研究最前線」では 2 回にわたる連続企画をお
届けする。
　ソビエト連邦を構成していた共和国は，その崩壊の過程で次々と独立し，現在で
は 15 の国に分かれている。ソ連解体はそこに暮らしていたさまざまな民族的出自を
もつ人々やその周辺諸国の民族主義運動にとってどんな意味をもったのか。今回の
インタビューでは，ソ連と関わりの深いイラン，南コーカサス，イスラエルなどの
中東諸地域におけるマイノリティの歴史や動向を中心に研究を進めている立花優氏，
鶴見太郎氏，山口昭彦氏を招き，座談会という形で自身の経験やソ連解体と研究対
象の関係などについてお話しいただいた。
　ソ連が解体したときの三者三様の記憶，それぞれの研究対象を見定めるまでの経
緯が活き活きと語られ，時代の切り取り方やアプローチには，研究者その人の視座
をとおした豊かな多様性があることを実感できる。
　また，多民族国家ソ連の「民族自決」原則は建前ではなく一定の実態を伴ってい
たこと，他方で民族間に階層構造も存在し，それがソ連解体後の展開に深く関わっ
ていることなどが指摘され，すでに歴史上の存在となったソ連が今もなお各国に及
ぼし続ける政治的・文化的影響について思いをいたす，たいへん興味深い座談会と
なった。
　なおインタビュー（座談会）は 2021 年 5 月 10 日にオンラインで行われた。
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現在の専門・地域を志した経緯

今井　お忙しいなかお集まりいただき，ありが

とうございます。本日はよろしくお願いいたし

ます。まずは，そもそもなぜ現在のご専門の地

域やテーマに関心をもつようになったかという

あたりからお話しいただけますでしょうか。

山口　私は現在，中東地域の少数派であるクル

ド人について研究していますが，中東に対する

関心は大学に入る前からありました。中学生の

ときにイラン革命があって，ホメイニー師が滞

在先のフランスから特別機に乗って帰国する場

面をテレビで見ていたのをなんとなく覚えてい

ます。また，高校では，英語の先生がたしか大

阪外国語大学ペルシア語学科出身で，イラン革

命のときにちょうどイランにいたなんて話も授

業中にしてくれました。そうしたことも，中東

やイランなどに関心をもつきっかけになりまし

たね。その後も，中東に関するニュース報道な

どに触れながら，少しずつ中東地域に関心をも

つようになっていきました。

　大学に入ってからはアジア研究を専門にする

学科に進学しましたので，アジアのどこを研究

するかということになりました。たまたま，大

学 2 年生の終わりぐらいだったと思いますけれ

ど，トルコの映画でクルド系トルコ人のユルマ

ズ・ギュネイという人が作った『路 YOL』（1982

年）という映画を見たんです。ご存じの方も多

いとは思いますけれど，この映画はボスポラス

海峡とダーダネルス海峡のあいだにある内海
（マルマラ海）に浮かぶイムラル島にある刑務所

を仮出所した囚人たちの足跡をたどりながら，

1980 年のクーデター直後のトルコ社会を生き

生きと映し出した作品です。そのなかでトルコ

東部にあるクルド地域がかなり濃密に描かれて

いて，それに魅了されたというのが，クルド人

に関心をもつようになったそもそものきっかけ

です。

　その後，大学 3 年の夏に初めてトルコに行き，

駆け足ですけれどもクルド人が多く暮らすトル

コ東部にも足を伸ばして，それでますます関心

を深めたという次第です。卒業論文でもクルド

人を取り上げようと考えましたが，当時，トル

コのクルド人に関しては学術的な目的であって

もなかなか取り上げるのが難しかったというか，

タブー視されていたようなところもありました。

特別連載

山口昭彦氏
上智大学総合グローバル学部教授。現代のクルド
人問題やクルド民族主義運動への関心から研究を
始め，近世（とくに 16 ～ 18 世紀頃）から近代に
かけてクルド地域がイランやオスマン朝といった
周辺国家に統合されていく過程や，それにともな
うクルド社会の変容を明らかにすることを目指し
ている。
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そのこともふまえ，イランのクルド民族主義運

動，とくに第二次世界大戦期の自治要求運動を

取り上げて卒業論文を書きました。

立花　私が現在研究している地域に最初に関心

をもったのは小学生のときなんです。ちょうど

ソ連崩壊が起きました。私にとって最初の国際

的な重大事というのが湾岸戦争とソ連崩壊の 2

つなんです。ソ連が解体・消滅するということ

は，子ども心に非常に不思議に映りました。冷

戦構造があるなかで，国がひとつ，それも東側

陣営のリーダーとなっていた国が消滅するとい

う事態が全然理解できませんでした。家族に聞

いても当然わからないので，手に入る情報をひ

たすら集めるというようなことをやっていたと

いうのがそもそもの発端です。

　ゴルバチョフが出てきた頃から頻繁にニュー

スで取り上げられていたと記憶していますが，

8 月のクーデター未遂あたりから新聞を切り抜

いて保存していました。家族に「まだ読んでな

いから切らないでくれ」と怒られたりもしてい

ましたね（笑）。新聞の 1 ～ 2 面の両面にわたっ

て記事がある場合，どっちを残そうか，いやこ

のまま全部残してやれといったことを子どもな

がらに考えながらやっていました。

　しかしその後，世間的な関心は徐々に薄らい

でいって，エリツィンがお酒を飲んで酔っ払っ

ているといったニュースはありましたけれども，

ロシアや旧ソ連地域のニュースが取り上げられ

ること自体，日本ではかなり少なくなっていき，

私自身も関心も移り変わっていきました。ただ，

そのなかで非常に興味深かったのは，ソ連が崩

壊した後，民族紛争のニュースがたびたび出て

くるようになったことです。民族紛争は旧ソ連

地域のみならず，東欧でも起こっていて，それ

まで同じ国の住民として暮らしていた人たちが

銃を手に取って戦い始めるということも，また

不思議だったというのを鮮烈に覚えています。

　大学に入学する頃，私自身の関心は日本政治，

政治学そのものに移っていました。しかし，当

時神戸大学で教鞭を執られていた月村太郎先生
（現同志社大学政策学部教授）の授業を受けたこ

とがきっかけで，子どものときの強烈な印象が

もう一度戻ってきたんです。月村先生が担当さ

れていた民族紛争の授業を受けたことで，小学

生だった頃の強烈な記憶や初期衝動が戻ってく

る感じで，やはり国際政治や民族紛争を勉強し

てみたいと思ったのが直接的なきっかけになり

インタビューで知る研究最前線

立花　優氏
北海道大学高等教育推進機構特任助教。ポストソ
連期アゼルバイジャンにおける政党と議会から研
究をスタートし，近年はジョージア（グルジア）・
アルメニアも含めた南コーカサス地域の現代政治
について，支配政党や権威主義体制の持続といっ
たテーマを軸に研究している。
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ます。

鶴見　大学に入学したときから，中東や旧ソ連

といった地域には漠然と関心をもっていました。

あまり日本人がやらないような，日本人がお手

本として見ていないような地域に興味があった

んです。

　中東やイスラム地域というのは，なんだか奇

妙だと思われているところがありますよね。ま

たロシアをはじめとする旧ソ連地域は，もし冷

戦時代であればある意味でひとつのモデルにな

りえたと思いますが，ソ連崩壊以降，とても日

本人がお手本にするような地域ではなかったと

思うんです。どちらかというと，まさにエリツィ

ンとか飲んだくれている印象の，非常に駄目な

感じの国というふうに映っていたと思います。

　私としては，だからこそロシアや旧ソ連地域

に関心をもったというか，なんとなく惹かれた

んだと思います。イスラムとか社会主義体制と

か，当時はもう誰も真面目にモデルだとは思っ

ていなかったからこそ，逆に関心があって勉強

してきました。ただ卒論でこの 2 つの地域につ

いて論じるわけにはいかないですし，民族紛争

にも関心がありましたのでパレスチナ問題に軸

足を定めました。

　最初はその発端を勉強するつもりで 19 世紀

終わり頃からのシオニズムを勉強していたんで

すが，シオニズムやユダヤ人の歴史自体という

か，シオニズムという思想に至る経路そのもの

が非常に面白いと思ったんです。パレスチナ問

題を理解するうえで，彼らがそもそもなぜパレ

スチナを目指したのか，行った後になにを考え

ていたのかを見ないといけないと思って，今日

までずっとそのあたりを中心に勉強していると

いう感じです。

　パレスチナ問題に関しては，今思い返すとま

さに時代状況の影響だったと思うんですが，

2000 年代初頭はアルアクサ・インティファー

ダ後の情勢悪化とか，9.11 などでかなり注目さ

れていて，ニュースにも頻繫に出てくる地域

だったということもあって，そこに関心をもつ

のはある意味当たり前というところがありまし

た。私は東京外国語大学で英語専攻だったんで

すが，卒論はパレスチナ史の藤田進先生が指導

教官をしているゼミを選び，そこでパレスチナ

問題を勉強しながら，最終的にシオニズムにつ

いて卒論を書いたという経緯です。

特別連載

鶴見太郎氏
東京大学大学院総合文化研究科准教授。パレスチ
ナ問題を背景に，旧ロシア帝国領およびその出身
者を中心としたユダヤ史・シオニズム史の研究を
社会学的な観点から行っている。また，エスニシ
ティやナショナリズムに関する人文社会科学の諸
議論の一環としてユダヤ史・シオニズム史をとら
えることにも取り組んでいる。
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ソ連解体の記憶

今井　ありがとうございます。私も立花さんや

鶴見さんとほとんど同世代だと思いますが，や

はり小学生だったときのソ連崩壊や，ゴルバ

チョフがよくニュースに出ていたことなどはす

ごく印象に残っています。当時は湾岸戦争のほ

うがインパクトは強かった気がしますが，今に

なって考えると，ソ連解体のほうが歴史の大き

な節目ではあったのかなと思います。

　このソ連解体ですが，皆さんどのように記憶

されていますでしょうか。おそらく鶴見さんや

立花さんの世代と，山口さんの世代では，感じ

方が若干違うとは思いますので，そのあたりも

いろいろ教えていただけますでしょうか。

立花　先ほども申しましたけれど，やはりもう

不思議というしかないという感じでした。湾岸

戦争の場合は対立軸がはっきりあって，戦局に

注目が集まっているという形でした。けれども

ソ連崩壊はなぜそうなっているのかがわからな

い状態のままで連日報道がなされ，徐々にソ連

の中央が苦しい立場に追いやられていき，その

一方では当時連邦を構成していた共和国という

ものが（子どもからすると）突如クローズアッ

プされ始めて，彼らが主導権を握ってソ連がな

くなっていったという……　本当に不思議でし

かなかったです。

　その後，集権的なソ連体制の下で確立された

民族を単位とした共和国が結局そのまま残り，

それを単位としてその後の秩序を維持していっ

たというのは，さらに不思議なことでした。共

和国はソ連によってつくられたにもかかわらず，

ソ連がなくなっても共和国自体は残ったという

ことはとても興味深いと感じましたし，国家と

はなにかということを考えるうえで，なかなか

面白いトピックだったと今になってみると思い

ます。政治単位としての国家というものが非常

に面白く浮かび上がってきた一連の流れでした。

　私の場合，ソ連解体について自主的になにか

を調べるというよりは，取り上げられたニュー

スをどうやって集めるかという受動的な形でし

かなかったですけれど，インパクトは非常に大

きかったです。ソ連解体に関する報道が連日な

されているということに不思議な感覚を覚えて，

その先を知りたいという気持ちがひとつの大き

なきっかけになったとは思います。さらにその

なかで突如民族紛争というものがクローズアッ

プされ，チェチェンやアゼルバイジャンの紛争

が断片的に流れて，それがまた子ども心にかな

り強烈なインパクトをもたらしたというところ

でしょうか。もちろん，それをうまく理解でき

るような年齢ではなかったわけですけれど。

　なぜいきなり撃ち合うことになっているのか，

本当にわからなかった。しかも通信社はすべて

ではなく断片的な映像をニュースに流すだけな

ので，子どもにとっては「え？　なんで？」と

いう衝撃といいますか，非常に不思議な感覚に

満ちていた出来事でした。

岩﨑　私はもう大人になっていましたから，世

界史を勉強して「国家が消滅する」ということ

があり得るということを，頭の中では理解して

いて，過去にそういう事例もあったということ

もわかっていました。でも現実として見たこと

はなかった。それが実際に起きて「ああ，ソ連

もなくなるんだな」というような感覚で，やっ

インタビューで知る研究最前線
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ぱりちょっと興奮して見ていたという感じです。

　鶴見さんと立花さんは小学生のときにソ連解

体を見ていて，山口さんはギュネイの映画を見

て研究の道を志された。なにがきっかけになる

かわからないというのが面白いですね。私自身

はイラン革命がきっかけですが，当時世界には

イラン革命だけでなくいろいろ大事な事件が同

時に起こっていたにもかかわらず，とりわけイ

ランに興味を引かれたのは縁というほかない。

おそらく皆さんもそれぞれ複雑な個々人の経路

依存性のようなものがあって，そこでなにかぴ

たっとはまるものがあって「あ，これは面白い」

となるのかなと，お話を伺っていて思いました。

鶴見　ソ連解体当時のことに関する記憶でいう

と，私自身は新聞の切り抜きなどはやっていま

せんでしたし，具体的な記憶というのはないん

ですが……。小さい頃は，ソ連という国に対し

て漠然とした印象しかもってなかったと思いま

すが，今のプーチンロシアみたいなタカ派な感

じはなかったので，おそらくわりといい印象を

もっていたと思うんです。だめな感じだけど悪

いやつじゃない，みたいな（笑）。

　大学に入るまではちゃんとした知識もなかっ

たのですが，とにかく不思議な国だなとは思っ

ていたので，ソ連について勉強してみたいと

思っていました。ソ連に関連する本を読んで裏

側というのがわかるようになることには面白さ

を感じましたね。これはロシア研究ということ

よりも，研究という営み全般に対する興味がそ

こで芽生えたという感じです。

　たとえば自分のなかにアフリカについてのイ

メージがないままアフリカに関する本を読んだ

としたら，多少の面白さは感じても，それまで

不思議に思っていたものの裏側や具体的構造が

わかった，という種類の面白さは得られないと

思うんです。しかしソ連に関しては子どもの頃

からインパクトの強い映像をたくさん見ていて，

裏側にあったまったく別な在り方というか，ソ

連時代の話も含めて経緯と結果を知ったうえで

本を読むわけです。なんというか，犯人がわかっ

ている（『古畑任三郎』のような）推理小説を読

むような感じだったと思います。

　そういう感覚が研究に面白さを感じた大きな

きっかけでしたし，それが実際ソ連だったので，

その後もロシアへの関心をもち続けられたのか

なと今になって思います。

今井　私も親や学校の先生がソ連解体はインパ

クトがあったと発言をしていたのを覚えていま

す。母が「小学校から高校生だったときはソ連

は大国だと教わってきた。あのソ連がこんなに

特別連載

今井宏平
アジア経済研究所地域研究センター中東研究グ
ループ研究員。専門はトルコ地域研究，中東国際
関係，国際関係論。
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あっけなく崩壊するなんて信じられない」と

いったことをニュースを見ながら言っていまし

た。また新潟出身だった学校の先生が「昔ソ連

が攻めてくるといううわさが流れたことがあっ

た」と。子ども心に「あの崩壊したソ連がそん

なに大国だったのかな」と思ったんですけれど，

今になってみると 1960 年～ 1970 年代ぐらいな

らそういう話もたしかにあったのかもしれない

ですね。

山口　私や岩﨑さんは，物心ついたらすでにブ

レジネフがいたという世代です。その後，ゴル

バチョフが登場してペレストロイカを始めたの

が，大学に入った頃ですね。それまでなんとな

くちょっと暗いイメージだったソ連がどんどん

変わっていく，外に開かれていくという，そん

な期待を抱かせる雰囲気がありました。

　ベルリンの壁が崩壊したのが，私が大学院の

修士課程に入った頃で，ソ連が解体したのは博

士課程に入った頃です。ですから，リアルタイ

ムで学生時代にそうした事件を経験してはいる

んですけれど，大学院では中東を研究するとす

でに決めていましたので，むしろ同じ頃に起

こった湾岸危機・湾岸戦争のほうが個人的には

インパクトがありました。湾岸危機は 1990 年

の夏に始まりましたが，その前年の夏にイラク

のクルド地域に 2 週間ほど旅行で訪れていたと

いうこともあって，当時は湾岸危機・湾岸戦争

のほうにずっと関心が向いていたと記憶してい

ます。

　ですから，もちろんソ連がどんどん変わって

崩壊しつつあるということを目の当たりにはし

ておりましたけれども，その歴史的な意義を正

面切って考えるということは，あまりできてい

なかったというのが正直なところです。長く続

いた共産党の独裁体制が崩れ，それが東ヨー

ロッパも含めた政治的な流動化につながり，

ユーゴスラヴィアをはじめ各地で民族的な対立

や紛争が起こっているという，非常に一般的な

印象にとどまっていたかなと思います。

今井　やはり時代というものは重要ですね。わ

れわれの世代，つまり 30 代後半～ 40 代前半ぐ

らいの中東研究者は結構多い気がするんですが，

それはやはりリアルタイムで 9.11，アルアクサ・

インティファーダ，あとは中東和平の進展など

を見ていたことが大きかったと思います。私よ

り少し上の世代には東欧の研究者が結構多い気

がするんですが，それは東欧（バルカン半島）

でいろんな国ができたり，紛争が起こったりと

いった出来事を見ていたからかもしれません。

　立花さん，鶴見さん，ソ連解体をリアルタイ
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ムで見て興味をもってソ連・ロシア研究の道に

入られたという方は，やはり多いのでしょうか。

鶴見　研究に入った動機としてそういった出来

事を挙げている人に何人か出会ったことがある

ので，確実に影響はあると思います。むしろ，

それまではソ連という確固とした存在があって

一定数の研究者が供給されていたベースがあり，

ソ連解体でさらに関心をもつ人が増えたんです

が，その後は減ったかなと思います。中東研究

も含め，人文学全体の傾向かもしれませんが。

ある意味ではソ連崩壊は最後のインパクトだっ

たのかなという気はしますね。

立花　ソ連研究というものが確固として存在し

ていた一方で，ソ連解体を結局見通せなかった

ということがひとつの大きな枷になってしまっ

たところがあるのではないでしょうか。ソ連研

究があれだけ盛んだったのに，ソ連解体を見通

せなかったという事実をどう理解すればいいの

かという，学界における危機感みたいなものは

かなりあったのではないかと思います。結局ソ

連がもっていたイデオロギー的な魅力というか，

そういったものが国家とともに消滅してしまう

わけなので。そういう意味では，やはり先ほど

鶴見さんがおっしゃったように，最後の輝きと

いうかインパクトのある出来事で，その後はや

はり全体的な問題関心の所在というのは旧ソ連

地域から離れていくほうが優勢だったという印

象はもっています。

　ただ，われわれより少し上の世代でも旧ソ連

地域についての研究に入った方はたくさんい

らっしゃいますので，そういう方にとってはや

はりソ連崩壊というのは非常に大きなインパク

トであって，研究上の関心を育むひとつの大き

な動機になっているというのは間違いないと思

います。

ロシア系ユダヤ人移民の急増

今井　次の質問は少し角度を変えてみましょう。

ソ連解体が，皆さん自身の研究対象に対して直

接的に及ぼした影響はなんだったとお考えで

しょうか。

鶴見　先ほどお話ししたように，元々は私に

とって旧ソ連地域への関心とパレスチナへの関

心は別々にありました。しかし，じつはイスラ

エルという国はソ連崩壊に相当影響を受けてい

ます。冷戦崩壊による国際政治の構図の変化と

いったこと以上に，実際の問題として，大量の

ユダヤ系移民がイスラエルに，移民が自由化さ

れた 1989 年頃から（とくにソ連が崩壊を始めた

ときに）どっと来たわけです。

　2000 年ぐらいまでに 120 万人ぐらい，当時

のイスラエルの人口の 2 割ぐらいに相当する移

民がありました。ソ連崩壊後にイスラエルの人

口が 2 割増しになったという，そういう数字上

の実際のインパクトがあります。これほど人口

構成に影響があった国というのは，もしかした

らイスラエルだけかもしれないというぐらい，

ソ連崩壊はイスラエルに影響を与えているんで

す。当然，パレスチナ問題にも影響していくと

ころになります。それはつまり，移民がイスラ

エルの国政選挙に影響を与えるということです。

　1993 年にはオスロ合意が結ばれました。こ

れも広くいえば冷戦崩壊による構図の変化が影

響しているわけですが，当時イスラエルの内政

特別連載
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としては旧ソ連からの移民をどうするかという

ことが重要な問題になっていた時期だったんで

す。結局その人口構成の変化が，どの党がたく

さん票を取るかということに影響を与えること

になっていきます。

　中東和平とは必ずしも関係しないのですが，

労働党政権に対する旧ソ連系移民の不満がまず

ありました。もっとも，労働党政権の施策がま

ずかったかどうかという以前に，これだけの数

の移民が来たらしょうがないというところはあ

ると思うんですけれど。

　旧ソ連系移民というのは，旧ソ連ではかなり

いい職に就いていた人たちでした。高学歴のイ

ンテリ層が多く，医者も多いんです。旧ソ連移

民が来て以降のイスラエルというのは，人口当

たりの医者の数が相当多くなったほどです。医

者がある意味過剰供給されたんですね。また，

医者に限らずエンジニアなどさまざまな知的労

働者も集まってきましたけれども，ヘブライ語

ができないので単純労働に就かざるを得ないわ

けです。そうした不満が背景にあって，労働党

のラビンが暗殺された後，オスロ合意に批判的

だった中道右派政党リクードのネタニヤフが政

権を取りました。もちろんオスロ合意自体にも

問題はありましたが，さらに骨抜きにしていく

ような方向になってしまった。旧ソ連系移民と

しては，オスロ合意に対する批判からネタニヤ

フを支持したということではなかったと思うん

ですけれど，結果的にそのような形で中東和平

にも大きな影響を及ぼしていったということが

あります。

　もっとも，実際に旧ソ連系移民はわりと対ア

インタビューで知る研究最前線
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ラブ政策，対パレスチナ政策に関してかなり強

硬な意見をもつ人が多いんです。詳細は省きま

すけれど，ソ連での経験，当時とくにチェチェ

ンに対する印象が悪かったんですね。チェチェ

ン人はほとんどがムスリムですから，イスラム

＝テロリストみたいな発想があって，それで同

じくムスリムが多数を占めるパレスチナ人に対

する印象が非常に悪いということがあるわけで

す。そういう背景もあって，和平に対してはずっ

と後ろ向きな票を投じる勢力ということになっ

ていました。これも中東和平の経路に大きな影

響を与えたということがいえます。

　一方，冷戦の構図が変化したことがイスラエ

ルにどのぐらい影響したかといえば，人口構成

の変化に比べれば，おそらく大した影響はな

かったのではないかという気もしています。と

いうのも，元々ソ連はパレスチナ問題へのコ

ミットメントが基本的に弱いんです。1948 年

にイスラエルが建国宣言をしたとき，ソ連は最

初の段階で支持を表明した国のひとつではあっ

たんですが，その後はのらりくらりと，どちら

かといえばアラブを支援しつつという感じでし

た。そのアラブが 1967 年の戦争でイスラエル

に大敗して以降，要は大恥をかかされてからは，

もっぱら反イスラエル，反シオニズムでやって

いったわけです。ただ，かといってパレスチナ

を非常に支援したかというとそこも中途半端で，

言葉のうえでのイスラエル批判にとどまってい

たかと思います。

　ロシア連邦に変わってからもどちらかといえ

ばパレスチナ寄りという感じがありますが，イ

スラエルとは実際に人のつながりがあるので結

構仲良くしていますし，国交もすぐに結びまし

た。どっちつかずな感じです。そういう意味で

は，ミクロにはというか，人口構成的には大変

な影響を及ぼしましたが，マクロにはそれほど

でもなかったのかなという感じです。

コーカサスの民族紛争が表面化

立花　ソ連崩壊が与えた影響というと，私の場

合，もうダイレクトに研究対象地域であるアゼ

ルバイジャン，アルメニア，グルジア，ジョー

ジア（グルジア）が独立国家になりました。そ

れまでソ連として国際社会に参画していたとこ

ろから，それぞれの国家がそれぞれの外交政策

を取り始めたわけです。とくにアゼルバイジャ

ンの場合，トルコとのつながりが独立直後から

非常に緊密になりました。早くも 1992 年には

トルコ支援の下でモスクの再建などが始まった

りしています。

　当時は民族主義的な政権でしたけれども，ト

ルコ民族主義を掲げて，トルコとの連帯，反ロ

シア，反イランという形で極端な方向に走ると

いうことも起きてきたように，域外とのつなが

りが少しずつでき始め，旧ソ連地域とのつなが

りが徐々に薄れていきました。その契機になっ

たのがソ連崩壊だったと思います。とくにコー

カサスでは，紛争が起きたときに自分たちだけ

で勝敗を決することができなくなり，周辺に同

盟国を探し始めました。アゼルバイジャンはト

ルコです。アルメニアの場合は，どちらかとい

うと優勢に事を進めていましたけれども，国境

を東と西で封鎖されていたので，イランとの結

びつきが強まりました。ジョージアは自身もオ

セチアやアブハジアといった民族紛争を抱えて

いましたので，徐々に西側を向くようになりま

した。コーカサスは，域外とのつながりの模索
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や，それまでもっていたつながりの断絶という

ものがかなり顕著に出た地域だったと思います。

　ソ連崩壊のインパクトでいうと，民族紛争が

表面化したということが大きいと思うんです。

それまではソ連という体制のなかで問題を解決

することが模索されてきたわけですが，その調

停役が消滅してしまった。連邦構成共和国は国

家の主体性というものを得たわけですが，逆に

カラバフにおけるアルメニア人なんかはソ連＝

中央に調停してもらうという道筋が断たれまし

た。同じようなマイノリティは他にも複数あり

まして，たとえばジョージアにおけるオセット

人であるとか，アブハジア人がそうです。アゼ

ルバイジャンでは南部にイラン系のタリシュ人

が，それから北部にはレズギ人がいます。それ

ぞれが独自に問題を解決しようという方向性が

出始めます。

　彼らもソ連があるときはソ連の仕組みに従っ

て問題を訴え，解決しようとしていたんです。

しかしソ連崩壊が現実のものとなった後のプロ

セスでは，自分たちも共和国になって，連邦構

成主体としてアゼルバイジャン，アルメニア，

ジョージアと同列のところに並んで独立するこ

とも模索し始めました。ソ連がなくなるという

ことは，彼らの戦略上，やはりかなり大きな影

響があったと考えられます。

　結局彼らの多くが実力に訴えてなんとかしよ

うという手段を取り，一方の共和国側もそれを

力で抑え込もうとするという形になってしまっ

て，紛争がより激烈なものになってしまいまし

た。現在もカラバフ，南オセチア，アブハジア

といった未承認国家といわれるエリア以外にも，

紛争の火種になるような舞台はまだ残っていま

す。とくにジョージアの場合ですと，エスニッ

クマイノリティが集まって住んでいる場所がま

だ結構あって，なにかあると暴力事件が起きた

りしています。元々はソ連という枠組みのなか

である程度問題解決していた，つまり訴える先

というものが一応あったわけですが，それがソ

連崩壊とともにその上部構造が完全に飛んで

いってしまって，彼らが訴える場所がなくなっ

てしまったというのは，やはりインパクトが

あったのかなと思います。

　もちろんソ連という国で一緒に暮らしていた

という経験は非常に大きなもので，ソ連人であ

るという意識はあったといえると思います。た

だ，ソ連で一緒に暮らしたという意識・経験と

いうのも，この 30 年で完全に薄れてしまって

います。当時の現役世代もどんどん引退して，

独立後の経験をもつ現役世代が力をもっている

のが現状です。そういう意味で，ソ連の遺産と

いうものにより掛かる部分もこの 30 年でかな

り少なくなっている感じです。とくに第二次カ

ラバフ紛争を見てそういうところを非常に感じ

ました。ソ連時代に軍歴をスタートさせた将軍

がパージされているという話も聞いていますの

で。ポストソ連期という括りもこの 30 年でそ

ろそろ終わり，ということになってきたのかな

と思っています。

今井　私は博士課程のときにトルコへ留学した

んですが，そのときにアゼルバイジャンの学生

が大学に 700 ～ 800 人という規模でいました。

年齢はだいたい私より 3 ～ 4 歳ぐらい上でした。

同じクラスを取っていたアゼルバイジャン人に

聞くと「30 代後半～ 40 代ぐらいだとまだロシ

ア語をよく使っている人が多いけれど，今の若

者世代はロシア語をだんだん使わなくなって，
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理解することも難しくなってきている」みたい

なことを話していましたね。アゼルバイジャン，

ジョージア，アルメニアでロシア語というのは

まだ使われているんでしょうか。

立花　まだ使われてはいますが，使う機会や場

所は減ってきていると思います。ただ，やはり

独立直後からしばらくは，民族語で享受できる

高等教育が非常に少なくて，初等教育において

もやはり優秀な先生はロシア語のスクールにそ

ろっていました。よりよい教育を子どもに受け

させたいと思う親は，子どもにロシア語を勉強

させて，ロシア語のスクールに通わせ，大学で

もロシア語を使う大学に行くという流れがあり

ました。ただ最近は，たとえばトルコやヨーロッ

パの大学への留学が一足飛びにできるように

なったので，そういう意味では，ロシア語の魅

力が圧倒的なものではなくなったのは間違いあ

りません。ロシア語はあまり得意じゃない，け

れどもビジネス等で使う必要があるので勉強し

ないといけない，といったことをいう若者が増

えている気がします。

　一方で，若者はもう英語を自主的にどんどん

勉強しているわけで。そういう意味では「（ロ

シア語も）必要かもしれないからすこし勉強し

ておこうかな」くらいの位置づけになりつつあ

るというところですかね。

今井　ジョージア人とアゼルバイジャン人が

会ったときに，英語で会話するという可能性も

あるということですね（笑）。

立花　そうですね（笑）。世代にもよると思い

ますが，若い世代だとそうなってしまうことも

あるのではないかな。お互いにロシア語で会話

してみるということはあるかもしれないですけ

ど，お互いに「なんか通じないな」とか思って

いるかもしれないです（笑）。その水準という

のがどんどん下がっていっているという雰囲気

は確かにある気がします。

クルド民族主義運動とソ連

今井　山口さんはいかがでしょうか。

山口　結論からいうと，クルド人問題というか

クルド民族主義運動に対して，ソ連解体が与え

た直接的な影響というのはそれほど大きくはな

かったと思っています。もちろん歴史的にみる

と，クルド地域というのはコーカサスとペルシ

ア湾のあいだに位置していますので，帝国時代

からロシアはこの地域に強い関心をもっていま

した。オスマン朝とイラン（カージャール朝）

との国境確定調査というのが 19 世紀半ばから

後半にかけて行われますが，それにイギリスと

並んでロシアも関与していますので，古くから

ロシア（およびソ連）がクルド地域に関心を抱

いていたのは間違いありません。こうした関心

は，基本的にはペルシア湾方面に向けての南下

政策の一環だったと思います。

　他方で，第二次世界大戦以降，クルド人の民

族主義者のなかに左翼的な傾向をもった知識人

たちが徐々に現れてきます。そのため，この地

域に関心をもつソ連と，左翼的な傾向をもつク

ルド系組織とのあいだにイデオロギー的な親和

性が生まれて，つながりそうにみえますけれど

も，実際にソ連がクルド人の運動に多少とも積

極的に関与したのは，おそらく第二次世界大戦
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中にイランでクルド人たちが起こした自治要求

運動ぐらいだろうと思います。当時，親独的な

姿勢をみせていたイランのパフラヴィー朝を牽

制するためにイギリスとソ連がそれぞれ南と北

からイランを占領しましたが，クルド地域のう

ちソ連の影響下におかれたところで自治要求運

動が高まりました。このとき，ソ連は，イラン

のアゼルバイジャンでの民族主義運動を支援す

るなかで，隣接するクルド人にも付随的に手を

差し伸べたわけです。とくにイデオロギー的に

互いに結びついたというよりも，お互いの利害

にもとづく一時的な「同盟」関係でした。

　別の例を挙げますと，今ではもう伝説的な指

導者になりましたが，イラクのクルド地域にム

スタファ・バールザーニーという人物がいまし

た。1960 年代から本格化したイラクでのクル

ド民族主義運動を率いた人物です。彼は，若い

頃，先ほど紹介した第 2 次世界大戦期のイラン

の運動にも軍事部門の責任者として関わりまし

たが，運動が失敗に終わった後はソ連に亡命し

て 10 年以上を過ごしました。その後，イラク

革命を経てイラクに戻り，まもなくして武装闘

争を始めたわけです。そういった経緯から，バー

ルザーニーが KGB ともつながっていたと指摘

する論文を読んだことがありますが，それが本

当かどうか，私にはわかりません。ただ，バー

ルザーニーがソ連滞在中に思想的に影響を受け

たということはなく，伝統的な部族指導者であ

りつづけたと思います。

　トルコのクルディスタン労働者党（PKK）は，

マルクス・レーニン主義を掲げて 70 年代の終

わりごろに母体となるような組織を作り，80

年代半ばぐらいからは本格的に武装闘争を開始

しました。確かにマルクス・レーニン主義を掲

げてはいましたけれども，私が知る限り，

PKK は，「ソ連の社会主義は国家主導の統制的

な社会主義であって自分たちが目指すような下

からの社会主義ではない」として，ソ連に対し

て批判的な立場をとっていました。

　ソ連解体が直接的にクルド人の運動に打撃や

大きな影響を与えたといったことは，少なくと

も短期的にはなかったと思います。もちろん社

会主義の退潮という大きな流れのなかで PKK

なども 1990 年代～ 2000 年代にイデオロギー的

な変化を遂げていきますので，長期的な影響は

あったと思います。

　他方で，これは立花さんに伺ったほうがいい

のかもしれませんが，コーカサスあるいは中央

アジアに住んでいるクルド人たちは，ソ連崩壊

に少なからず影響を受けただろうと思います。

本格的に調べたわけではないですが，たとえば

アルメニアはソ連時代にはクルド人に対して民

族的な権利をかなり保障していて，『リヤー・

タザ』（新しい道）というキリル文字で書かれ

たクルド語の新聞も出版されていました。共産

党の機関紙だったと思いますが，クルド語によ

る新聞の発行自体，他のクルド地域では見られ

ないものでした。私も日本国内の書店を通じて

購入していましたが，ソ連崩壊後，すぐにでは

なかったようですが，しばらくして届かなくな

りました。結局，廃刊になったようです。廃刊

自体は財政的な理由によるもののようですが，

ソ連崩壊の直後には，かつてほどには少数派の

権利が保護されない状況になっていったと認識

しています。現状がどうなっているか私にはわ

からないので，立花さんに教えていただきたい

のですが，いかがでしょうか。
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立花　マイノリティの権利保護という点でいう

と，ソ連自体がマイノリティの権利を統制の下

で保護するというスタンスを取っていましたの

で，その範囲内において保護されていたという

ような部分はあったわけです。それがソ連崩壊

によって途絶えたというのは，山口さんのおっ

しゃるとおりです。それに不満をもつマイノリ

ティが，自分たちも国家をもちたいということ

特別連載
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で蠢動したというのが，ソ連崩壊前後のコーカ

サス地域のひとつの大きな潮流だったと思いま

す。

　ソ連崩壊時にクルド人がコーカサスにおいて

そのような動きを見せていたかについて，私自

身は残念ながら詳しい情報をもち合わせていま

せん。ただ，たとえばアゼルバイジャンにおい

てクルド系と噂される人が重要なポジションに

就いているということがあります。前大統領ヘ

イダル・アリエフ時代からの大統領警護局長が

クルド人だという噂があり，昔に彼だったかが

トルコへ入国した時に身柄を一時拘束されたと

いうニュースがあって，PKK とつながりがあっ

たんじゃないかという話もありました。これも

真偽のほどは定かではないのですが。

　このようにマイノリティ出身と噂される人た

ちが政権内部に入り込んでいるケースもありま

すが，それはエスニック・グループとしてのマ

イノリティの権利保護を意味するものでもマイ

ノリティ代表という性格のものでもなく，あく

まで支配者とつながりをもつ個人が，権威主義

体制の中核を構成する一部となっているという

ことです。一般的にはマイノリティの権利はソ

連崩壊以降かなり制限されているのではないで

しょうか。

「民族自決」テーゼの実態

岩﨑　ソ連をはじめとする旧社会主義圏では民

族自決というテーゼの下に様々な民族が融合す

る多民族国家というものがうたわれていました。

内情はともかく，そういう大義名分を掲げる国

家がなくなってしまったことは，各地のナショ

ナリズム運動にどういう影響を及ぼしたので

しょうか。立花さんがおっしゃったように，た

とえばかつてソ連邦の下で，曲がりなりにも民

族間の平等が保障されていたときに比べて，た

がが外れてしまい，権利争奪戦のようなことに

なって「あっちが取るんだったらうちも取る」

と次々と紛争が起こってしまったと考えるべき

なのでしょうか。また，多民族融合という高邁・

高尚なイデオロギーのたがが外れてしまったこ

とが，ナショナリズム運動の主体者たちにどの

ようなインパクトをもたらしたのでしょうか。

鶴見　今のご質問に対して直接的にお答えする

のは難しいのですが，ひとつ手掛かりになるか

なと思うのがソ連での実態です。民族自決の

テーゼが一定程度定着していたのは事実で，そ

れがその後どう影響したかということです。つ

まりソ連は大義名分としてやっていたのですけ

れど，教育制度なども含め，実際そのように政

策を進めていたので，かなり実態になっている

部分があるんです。

　具体的にいうと，ソ連には基幹民族という考

え方があります。たとえばウクライナであれば，

ウクライナ人が基幹民族であり，言語もロシア

語ではなくてウクライナ語を重視しましょうと

いう考えです。ウクライナ人からすると多民族

国家，多民族融和という方向として非常に好意

的に受け止めるべきことだと思うんですが，ウ

クライナにいるユダヤ人はその対象になりませ

んよね。ロシア語かウクライナ語かどちらかと

いう感じになる。

　一応（ユダヤ人が使う）イディッシュ語もあ

る時期までは保護されていましたが，かなり形

骸化していったのと，地理的に分散していたユ

ダヤ人にとっては食い扶持を稼ぐためにはあま

インタビューで知る研究最前線

21-06-390　063_特別連載-山口氏・立花氏・鶴見氏.indd   7721-06-390　063_特別連載-山口氏・立花氏・鶴見氏.indd   77 2021/09/08   13:54:212021/09/08   13:54:21



78

りメリットがなかったので，むしろユダヤ人の

ほうからロシア語を学ぶようになっていきまし

た。ただ，ユダヤ人は基幹民族という考え方自

体はよくみていて，イスラエルに行った後，イ

スラエルはユダヤ人が基幹民族であるところの

国だというふうに，素朴に信じ込んでいるわけ

です。パレスチナ人はアラブ人だから他に国が

あるじゃないかという考え方です。ですから，

ウクライナにおけるロシア人の権利が制限され

るのと同じように，他に国があるアラブ人はイ

スラエルにおいてはそんなに大きな顔をするな

みたいな，そういう発想は結構あります。それ

も対アラブ政策が非常に強硬な要因のひとつに

なっているようです。

　そういう形で，建前は単なる建前じゃなくて

ある程度実態化していて，その後の歴史を経路

づける部分もあった。やはりソ連というたがが

外れた後も，それこそジョージアだったら

ジョージア人の国であるというように考えがち

なので，ジョージア国内のオセット人やアブハ

ズ人などに対してはおまけ程度にしか考えない

ところもあります。

岩﨑　面白いですね。民族自決がある程度実態

であったために，ソ連のカルチャー，遺産とし

て残っていると。

鶴見　そうですね。多民族共生というのはあく

までもソ連という枠組みのなかでの話であって，

各共和国のなかでの多民族共生は，少しはあっ

たかもしれないが本丸ではないということだと

思います。

立花　先ほど鶴見さんがおっしゃったように，

ソ連はマイノリティに保護を与えていたわけで

すが，階層構造をもたせていました。ですから，

マイノリティが属する階層の自治領域において

は権利が保護されるんですが，共和国という単

位においては共和国の基幹民族，名称民族が結

局主体になってしまう。アゼルバイジャンの例

でいいますと，ナゴルノ・カラバフ自治州のア

ルメニア人は，自治州内では一定程度の文化的

な権利保護等をされていたわけですが，共和国

単位だとアゼルバイジャン人が中心だったわけ

です。階層構造のなかのどこに位置するかに

よって，保護される権利の範囲というものが結

構変わってくるのです。

　ナゴルノ・カラバフ自治州のアルメニア人に

とってみれば，それならアゼルバイジャンでは

なくアルメニアに帰属すればより権利が認めら

れる対象になれるんじゃないかということで，

帰属変更要求という形になったわけです。共和

国のなかのマイノリティは自分たちが下の階層

に位置づけられていることへの不満があって，

基幹民族は共和国の単位を認めてもらっている

がソ連という統制を受けていることへの不満が

ある。誰にとっても百点満点の解決策ではな

かったわけですけれど，ソ連末期になってそれ

ぞれの当事者にとってのマイナスの部分が徐々

にクローズアップされていったんだと思います。

ソ連解体後の研究・学界動向

今井　ソ連解体後，研究環境や学界動向にはな

にか変化はありましたか。

鶴見　研究についていえば，ペレストロイカ～

ソ連崩壊期あたりから，ロシア史の捉え方がさ

特別連載
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らに刷新されて，イデオロギー的に緊張したよ

うなところは減っていき，これまでになかった

視点で切り込んでいく研究が増えていったとい

うことでしょうか。それと，私自身は定期刊行

物を使うのですが，各文書館が外国人に対して

も開かれたというのは非常に大きいことでした。

帝政期に関する研究なども，ソ連時代は特有の

見方がされていましたが，別の側面からの研究

も少しずつ出てきて刷新されていったと思いま

す。帝政期も含めて新しい視点からのロシア史

の資料が，とくに 2000 年に入ってから，書籍

という単位でもだいぶ出回るようになりました。

私にとって幸運だったのは，そういう新しい研

究成果を吸収し身につけることができたことで

す。もっとも，当時はそのありがたさを意識し

ていたわけではありませんでしたけど。

　さきほど「帝政期に関する研究も刷新されて

いった」とお話ししましたけれど，ソ連時代の

帝政期の研究では，ロシア帝国は「マイノリティ

民族を抑圧していた民族の牢獄」だったことに

なっていました。

　しかし，そうではない側面，要はマイノリティ

の主体性だったり，帝国という枠組みをむしろ

活用しながらたくましく生き延びていた姿だっ

たりを明らかにする研究が出てきました。シオ

ニズムもその文脈で捉えられるということに気

がついたというのは，まさにそういった研究が

あったからこそです。そういう意味で，ソ連崩

壊による研究動向の変化というのは，私の研究

に大きく影響したなと，今振り返ってみれば強

く思うところです。

山口　自分の研究に直接影響があったかどうか

はともかくとして，学界の大きな流れを少しお

話ししたいと思います。先ほども言いましたと

おり，ロシア帝国あるいはソ連は地理的にクル

ド地域と接しておりましたし，また内部にクル

ド人コミュニティを抱えていました。ですから

ロシア帝国時代から，とくにロシアやアルメニ

アにおいては，言語，文学，歴史，政治といっ

た側面からクルド研究が盛んに行われていまし

た。ソ連時代の研究は，確かにイデオロギー的

な「色」がついていましたが，それでも 1980

年代までは世界のクルド研究をリードするよう

な存在でした。たとえば，今でこそクルド語辞

書はいくつも出ていますが，当時はロシア語と

の対訳の辞書がもっとも優れたものでした。

　現在，クルド研究は北米を含め世界的にかな

り盛んに行われていますが，当時は，ソ連以外

ではもっぱら西ヨーロッパで行われていました。

しかし西ヨーロッパの研究者にとってもやはり

ロシア語の壁というのがそれなりにあったのか，

例外はあるにせよ，なかなかソ連のクルド研究

を咀嚼して受け入れるところまではいっていな

かった。つまり，ソ連のクルド研究と西ヨーロッ

パでのクルド研究にある種の分断があったよう

に思います。

　しかし，ソ連崩壊でそうした分断も薄れてき

たのではと感じています。これに関して，個人

的な体験をひとつご紹介したいと思います。

1996 年 9 月に「クルド人と都市」と題した国

際シンポジウムがパリ近郊のセーヴルで行われ

ました。たまたまパリに留学中だった私も参加

したのですが，そうそうたる研究者が集まるな

か，一番印象的だったのは旧ソ連圏からの研究

者が何人も参加していたことです。

　モスクワの東洋学研究所や，同研究所のレニ

ングラード（サンクトペテルブルク）支部から
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も来ておりましたし，中央アジアのクルド人も

何人か参加していたと思います。あの会合がク

ルド研究に関するソ連崩壊後初めての国際シン

ポジウムだったかどうかはわかりませんけれど

も，今から振り返ると，旧ソ連圏とのあいだに

あった研究の壁が少しずつなくなっていく，ひ

とつの象徴だったのかなと思います。

　現在のクルド研究がロシア帝国時代やソ連時

代の研究を十分に継承できているかわかりませ

んけれども，最近では旧ソ連圏での研究を紹介

するような論文が英語でちらほら出たりしてい

ます。あるいは，ロシア出身のクルド人研究者

がヨーロッパの大学で研究し英語で成果を発表

するといったこともあり，かつてあったような

壁は少しずつ崩れてきていると思っています。

　他方で，ロシアやアルメニアにおいて，今も

クルド研究が盛んに行われているかというと，

やや疑問に思っています。これも個人的な経験

ですが，2012 年 5 月にモスクワの東洋学研究

所において開かれたクルド研究に関する小さな

ワークショップに誘われて参加したのですが，

予算的に恵まれていないことと，若い人があま

り育っていないのが印象的でした。十数人ぐら

いの規模のワークショップで，もちろんロシア

の有名な研究者が集まってはいましたけれども，

やはり高齢の方が多く，私を呼んでくださった

先生も「若い人がなかなか育たない」と仰って

いて，せっかくの伝統がもったいないなと思い

ました。ただ，そうはいっても，これまでの蓄

積がありますので，今後またロシアやアルメニ

アでクルド研究がさらに進展・発展するという

可能性は十分あると期待しています。

今井　クルド研究というとやっぱりヨーロッパ，

とくにオランダ，フランス，イギリスというイ

メージが強かったので，旧ソ連圏でそんなに盛

んだったというのは印象的でした。断絶があっ

て研究がまだ十分に咀嚼されているとはいえな

いというところは，クルド研究の今後のひとつ

の課題でもあるし，ある意味では面白い部分で

すね。多言語でやらなきゃいけないので相当難

しいとは思うんですけれど，とても興味深いで

す。

中東の大国とコーカサス

今井　私から立花さんに質問させていただきま

す。先ほどトルコとアゼルバイジャンの話をし

ていただいたときに思ったんですが，ソ連解体

後，トルコならトルコ民族主義，イランならイ

ラン民族主義とシーア派，そしてサウジアラビ

アならスンニ派が，ワッハーブという形の宗教

的アプローチで中央アジアに進出しようとし，

中東の域内大国の三つ巴の対立が見られたと思

うんですが，コーカサスにおいてはどうだった

んでしょう。

　アゼルバイジャンですとやはりトルコの印象

が強いですよね。アルメニアやジョージアでは，

その 3 カ国間の争いはどれくらいあったんで

しょうか。

立花　トルコ・イラン・サウジアラビアの三つ

巴はコーカサスでも見られます。とくに顕著な

のはアゼルバイジャンだと思います。アゼルバ

イジャンはシーア派が多数を占めるといわれて

いて，当然イランの影響は強いんです。とくに

宗教でいうと，ソ連崩壊によって，これまでソ

連体制下で認められてきたイスラムの在り方に
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疑問を呈する人たちが大量に出てきています。

「正しいイスラム」を求める人たちが外にその

答えを求め始めたということです。

　それに乗じる形でさまざまな人たちが入って

きましたが，早かったのはトルコでした。ソ連

体制の崩壊によってモスク再建がかなり進むわ

けですが，宗務庁などがかなり力を入れて入っ

ていました。一方，ギュレン派がトルコ以外で

初めて進出したのがアゼルバイジャンだといわ

れていまして，ギュレン派の学校もかなりあり

ました。イランからはシーア派の影響が，最高

指導者を頂点とするあの体制が宣教活動によっ

て入ってきました。バクーの近郊にはシーア派

の強烈なコミュニティが存在しています。

　そのひとつがナルダランという所にあるんで

すが，そこのコミュニティはもう完全にシーア

派一色なんです。ナルダランに行くと，壁に「水

を飲むときはカルバラーを思い出せ」という標

語がアゼルバイジャン語で書いてあって（笑）。

ナルダランはアゼルバイジャン当局も非常に警

戒しています。ヘイダル・アリエフ時代，つま

り現大統領の父親が大統領だった時代に，反大

統領のデモが結構頻繁に起こっていた地域でも

あり，シーア派の若手の指導者が治安関係の容

疑で逮捕される事件もありました。また，ナル

ダランはアゼルバイジャン・イスラム党が結成

された場所でもあります。

岩﨑　旧ソ連時代の宗教実践といったお話が出

ましたが，ソ連時代のエスニックマイノリティ

で，かつムスリムであった人々の宗教実践とい

うのはどのような感じだったのか，もう少し教

えていただけますか。

　お話を伺っていると，ソ連のたがが外れたと

ころへ，いってみれば各セクトが入り込んで草

刈り場のようになっているような印象をもちま

インタビューで知る研究最前線

ナルダランの「水を飲むときはカルバラーを思い出せ」の標語。（立花優氏撮影，2010 年）
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した。現地に住んでいらっしゃる人々が，ソ連

時代の宗教実践を捨てて新たに入信するといっ

たことが次々と起こっているのでしょうか。そ

れともそういったことに懐疑的な人が多いので

しょうか。

立花　クリアカットで語るというのは結構難し

いところもあるんですけれど，ソ連時代はロシ

ア帝国時代から続いていた宗務局という管理体

制を引き継ぐような形で，カフカース・ムスリ

ム局というのがバクーに置かれていました。そ

こにシェイヒュル・イスラムといわれるトップ

がいて，その下で各地のモスクを管理するとい

う体制が取られています。アーシューラーなん

かの儀式もやっていたはずです。ソ連体制下の

1940 年代にはイマームが復活するとか，バクー

の街角に再来したとか，そういったうわさも流

れたそうです。

　行事としては行われていたし，シーア派の信

仰というのも続いている。でも，人々の宗教実

践はそれほど強いものではなく，豚肉を食べた

りお酒も飲んだりと，かなり緩い感じだったよ

うです。ただ，ソ連崩壊時のナショナリズムの

高揚とともに自分たちのムスリムとしての感覚

を強めていくときに，ソ連体制の一部であった

宗教的権威ではなく，「正しいイスラム」を求

める人も結構いました。その人たちにトルコで

あるとか，イランとか，アラブ諸国のミッショ

ンがかなり有効に影響したといわれていて，そ

のあたりは中央アジアでよく見られたことなの

かなと思います。

　とくに宗教的なメンタリティーが強くなる

きっかけになったのは民族紛争でした。ナゴル

ノ・カラバフ紛争に，義勇兵がアラブから入っ

てきているんです。そういう人たちがサラ

フィー主義をかなり広めたともいわれていいま

す。また，アラブやらイランやら，トルコも支

援で避難民を保護していましたが，そこでもか

なり宗教的活動が行われていたといわれていま

す。

　ジョージア関係でいえば，やはりチェチェン

紛争が影響しています。ジョージア北部のチェ

チェンと地続きの所にパンキシ渓谷というのが

あって，そこにチェチェン系の人々が住んでい

るんですが，そこがサラフィー主義のひとつの

拠点になっています。チェチェンにもアラブ系

の義勇兵がかなり入り込んでいましたので，そ

ことアゼルバイジャンとのつながりという形で

ネットワークができていたようです。

　とくにカラバフではナショナリストとして民

兵になり紛争に参加した人が，紛争が停戦した

後，居場所を求めて今度はチェチェンに渡り，

チェチェンで対ロシア紛争に参加するなかで，

サラフィー主義にコンバートし，その後にイス

ラム国に行ったという話もあります。そういっ

た紛争を契機とした宗派のコンバートというの

も見られました。また，トルコなどからの流入

ということでは，スンナ派の信仰がアゼルバイ

ジャンでかなり強く見られるようになってきて

いるのではないかと個人的には感じています。

　これは個人的な体験なんですが，アゼルバイ

ジャンで高校生ぐらいの男の子と話す機会が

あって，「大学どうするの？」みたいな話をし

たら「自分はマディーナに行きたいんだ」とい

う話だったんです。「ゴムとかじゃないの？」

とちょっとびっくりした記憶があります。どう

もご家族がソ連崩壊後にスンナ派の信仰を強く

もつようになったようでした。ソ連崩壊後に明
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らかに信仰に目覚めたと思われるような人たち

もいて，かなり多様になってきている印象です。

なぜイランにおけるクルド地域は安定的か

岩﨑　皆さんのご研究そのものについてもお聞

かせください。まずは山口さんにお伺いします。

「周縁から見るイランの輪郭形成と越境」（『越

境者たちのユーラシア』，ミネルヴァ書房，2015）

というご論考をとても興味深く拝読しました。

かつてスーパーパワーであったオスマン朝があ

り，一方で（かなり規模は小さいですけれども）

地域大国としてイランがあって，そのはざまに

位置したクルディスタンの微妙な立ち位置が描

かれています。私が非常に興味深く思ったのは，

イランのほうがオスマン朝よりもよりクルドに

対して懐柔的な態度をずっと取り続けていたこ

とが，イランにおけるクルド地域が比較的安定

してイランの一部であり続けた背景ではないか

という指摘です。とくにクルドの有力者の子弟

を中央の宮廷に呼び寄せて教育する，そこで文

化的・情緒的に，要は懐柔するという話が出て

きて「なるほど，面白いな」と思いました。懐

柔される側からすれば，辺境地域を離れて中央

に呼ばれて，宮廷の君主の下でいろんな勉強を

すれば自分もエリートになったような気分にな

る。中央が十分な威光をもっていれば，懐柔さ

れることにも合理性が当然あるんだと思います。

一般論として，こういう政策が奏功する場合と

奏功しない場合というのがあると思うんですが，

懐柔する側の論理といいますか，うまくいく場

合とうまくいかない場合で，大国側の条件には

どんなところに違いがあるとお考えでしょうか。

山口　大事なご質問だとは思うんですけれども，

お答えするのは非常に難しいですね（笑）。私

が元々こういうテーマに関心をもったのは，同

じクルド人問題でも，トルコやイラクとイラン

とでは大きな違いがあるのはなぜなのかと考え

たのがきっかけです。トルコ・イラクでは，こ

れまで部族による反乱を含めクルド人による激

しい反政府武装闘争がありました。これに対し，

確かにイランでも，先ほどお話しした第二次世

界大戦の頃や，あるいはイラン革命からイラン・

イラク戦争期といった，政治的に流動的な時期

にはクルド人による自治要求運動が高まりまし

た。ただ，トルコ・イラクのクルド人の運動に

比べると，それほど根強いものではありません

でした。

　これは，ひとつには歴史的な経路が違うこと

に由来していると思っています。トルコやイラ

クが第一次世界大戦後オスマン朝が倒れた後に

出来上がった国であるのに対し，イランの場合

は 16 世紀以来 500 年ほどの長い時間をかけて

政治統合が図られてきました。そのことが，現

在のイランにおけるクルド人の統合にとって大

きなメリットになっているのではないかと考え

ています。

　帝国による統合政策がうまくいく場合とうま

くいかない場合の違いはなにか，というのはな

かなか難しいですね。論文ではオスマン朝によ

る対クルド政策との比較を意識しながらイラン

系王朝による統合政策を論じましたが，オスマ

ン朝の政策も決してうまくいっていなかったわ

けではないとは思うんです。ただ，イランの場

合とはやり方が違っていたということです。

　オスマン朝の場合も，比較的小規模な王朝

だった 15 世紀頃までは征服地域の在地の有力
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者の子弟を宮廷に連れてきて，養育したり，あ

るいはなんらかの官職を与えたりしています。

つまり，在地勢力をある程度温存しながら緩や

かに体制内に取り込むということは，イラン系

の王朝のみならず，オスマン朝も当然やってい

たわけです。

　オスマン朝がクルド地域を統合するのは 16

世紀以降ですけれども，その時期になってくる

と，もうかなり集権的な支配体制をもつ巨大な

帝国になっていましたので，中央から有力な軍

人政治家をクルド地域各地に地方総督として派

遣し，その権威の下で在地のクルド系地方領主

を統制するということをやるんです。

　そうすると，常にというわけではないのです

が，しばしば両者のあいだに緊張関係が発生し

ます。要するに，中央からやってきた総督はで

きるだけ押さえ込みたいと思うし，クルド系領

主たちはできるだけ介入されたくないという，

そのせめぎ合いです。18 世紀頃にどうなって

いたかはまだ十分に明らかにされていませんが，

これまで知られている 16 ～ 17 世紀あるいは

19 世紀以降の状況を見る限りでいえば，中央

から送られてきた総督と在地の領主との関係が

うまくいかないこともあったと思います。在地

の領主にとってみれば，中央からやってきたエ

リート軍人が自分たちの縄張りに過度に介入し

ているという感覚があって，それが反発を生ん

だということだと思います。

　その後，19 世紀になりオスマン朝が近代化

と中央集権化を進める過程で，クルド系在地領

主たちは統治権をすべて奪われてしまいます。

日本における廃藩置県と同じような政策がとら

れたわけです。このとき，政府による強引な集

権化に対してしばしばクルド系領主たちによる

反乱が起こります。他方，同じ頃イランでも，

オスマン朝の場合と同じようにクルド系在地領

主の家系が知事職を奪われますが，地元の権力

構造自体はある程度温存しながらやったので，

表面的にはそれほどの反発はありませんでした。

岩﨑　イランのほうが緩いと。

山口　どこまで一般化できるかわかりませんけ

れど，イランのクルド地域の場合はそういう形

で地方統治が行われました。19 世紀半ば以前

では，原則として中央政府の側から総督が派遣

されることはなかったので，在地社会の側に不

満があれば地元の有力者たちが宮廷つまり中央

政府に請願や陳情に出向きました。サファ

ヴィー朝の場合だったらイスファハーンに，

カージャール朝時代になるとテヘランに出掛け

ていって，宮廷でいろいろ画策するんです。そ

ういう中央とのパイプというのは常にあったの

で，わりとうまく機能したのではないかと思い

ます。

ロシア帝国主義とシオニズム

岩﨑　鶴見さんのご著書『イスラエルの起源』
（講談社，2020）も読ませていただきました。い

ろんなタイプのユダヤ人，シオニストが登場す

る大変面白いご本でした。帝政ロシアの枠組み

のなかで，ロシアとユダヤの両方のアイデン

ティティーをもちつつ，自分はこの広大な農奴

の国でもっとも西欧的・先進的なものを担って

いるという自負をもったインテリの姿というの

は，とても印象的でした。

　このようにマイノリティが先進的な文化の担
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い手として活躍するという話は，たとえばオス

マン朝やサファヴィー朝におけるキリスト教徒

のように，近世以前からわりとあったと思いま

す。さきほどの山口さんのお話とも重なるとこ

ろもありますが，マイノリティをある意味うま

く重用して，得意な分野で活躍させるというや

り方は，ある一定の時期まではうまくいく。し

かし，それがだんだん排外的な民族主義と相容

れなくなっていく過程が「近代」なのかなとい

う気がしています。そうすると，近代化とか国

民国家の枠組みに限界があるということになる

のでしょうか。

鶴見　第一次世界大戦前まではわりと経済の論

理というのが優位にあって，ユダヤ人も時に迫

害されつつも存在感をもっており，そのことを

周囲も一部認めていたというところがあったと

は思います。しかし，経済構造の変化によって，

その役割が低下しました。これはユダヤ人がど

うにかできることではありません。あとは，国

民国家化の結果として排除されたというよりは，

国民国家化は結果であって，その前段というの

が重要ではないかという気がするんです。

　先ほど第一次世界大戦と言いましたけれども，

とくにロシアの場合はそれに革命がつながって，

数年にわたる内戦が起きました。その混乱と，

ユダヤ人（だけではないのですが）に対する暴

力が非常にまん延していた時期です。今日的に

いえばセキュリタイゼーションというか，そう

いう雰囲気が出てきてしまった。

　つまり，経済の論理でうまくやっていたとこ

ろに，恐怖など別の要因が上回ってしまった。

軍事とか安全保障というのは，どうしても敵と

味方を明確にする性質がありますが，その論理

が圧倒してしまった結果として，国の枠組みで

いえば国民国家みたいなものが強調されるよう

になりました。マイノリティが排除されたり，

あるいはマイノリティ自身も敵と味方を結構

はっきり分けたりするようになってしまったと

ころもあります。とくにそれをやったのがシオ

ニストでした。

　拙著で出てくるユダヤ人はロシア帝国主義者

でもあります。つまり，自分にとって都合のい

い枠組みは守ろうとするけれども，ロシアとユ

ダヤの同盟関係から外れる人たちに対しては冷

たかったりします。ですから，帝国に戻ればい

いということではなく，そこには危険性もあり

ます。ただ，今から振り返ってみると，少なく

ともひとつの民族に一本化しなくても，お互い

にうまくやっていけたメカニズムというのは

あったので，（その限界に注意しながら）そこを

追求していくことが，今後の世界的な課題にな

るんじゃないかという気がします。結果として

国民国家化が先鋭化しないためにはそこが鍵に

なるのではないでしょうか。

岩﨑　ご著書には，ロシア革命と前後して各地

にユダヤ人排斥の動きがあってポグロムが起こ

り，その試練の下で，時代の潮流としてイスラ

エル建国という話が出てきたとありました。ロ

シアのユダヤ人がポグロムのような試練に耐え

ながら，それでもユダヤ人であり続けようとし

た背景はなんだったのでしょう。民族問題の本

質に関わるところかもしれませんが，一体どん

なメリットがあったとお考えでしょうか。

鶴見　これはたぶん語り出したらもう何時間も

かかる話だとは思うので（笑）ごく断片的に。
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これは世代差もありますが，経済の役割を担っ

ていたことが実感できていた世代の人たちは，

その記憶が続いていたということがあると思い

ます。ユダヤ人だからこその役割がロシアにあ

る，という記憶です。あとは，わりと月並みな

ことですが，やはり家族とかコミュニティとか，

そういうつながりで暮らしている以上，簡単に

自分個人としてユダヤ人をやめるというのは，

実際問題難しいですよね。

　もちろん同化するという選択肢も考えられる

わけです。しかし，同化したところで二級市民

扱いにとどまるとシオニストは強調します。こ

れは実際真実でもあったと思うんです。結局，

本当のロシア人として扱ってもらえることはな

いんだということですね。ですから頑張って同

化するメリットがあまりないわけです。ユダヤ

人にとどまるメリットがなにかというよりは，

ユダヤ人をやめることのメリットがあまり感じ

られないというのが，おそらく普遍的にある気

がします。

今井　先ほど鶴見さんがお話しされていたセ

キュリタイゼーションという分野・手法は，私

も非常に興味をもっています。マイノリティは

もちろん，移民や難民も，自分たちと他者を分

けてしまい，それによって差別が生まれたりし

ます。一方で政治活動においては支持者を獲得

したりと，ある意味では非常に有効に機能する

ので，さまざまな場面で使われていますね。

コロナ禍での研究と今後の展望

今井　だんだん時間もなくなってきましたので，

私から皆さんに 2 点ほどお伺いしたいと思いま

す。ひとつは，コロナ禍でなかなか海外に行け

ない現在の状況下で，ご自身の研究手法になに

か変化はあったかということ。もうひとつは，

今後どのような方向性で研究を進めていきたい

か，という点です。

鶴見　まずコロナ禍という状況では，文書館資

料を中心に研究している歴史学者は，文書館に

行けないとなるとかなり厳しい状況だと思いま

す。ただ，先ほどお話ししたように私自身はお

もに定期刊行物を使っていて，とくにヘブライ

語の定期刊行物はかなりオンライン化されてい

ますので，幸いにしてコロナ禍であっても研究

を続けられています。

　今後の研究に関しては……　現地やその図書

館などに行けないので，新規開拓みたいなこと

がなかなか難しいですよね。臨機応変に研究す

るということがやりにくくなってきていますの

で，今まで以上に資料の一つひとつをじっくり

読み込むという方向になっていくのかなと思っ

ています。あまりいろんなものを勝手に読み込

まずに，虚心坦懐に資料と向き合っていきたい

です。拙著で自己の側面というか，個人のなか

の多様性に光を当てるということを試みました

が，その意味で一人ひとりを丁寧に見ていくと

いう方向です。私が研究している激動の時代，

つまり第一次世界大戦が終わって，ロシア革命

が起き，そしてソ連崩壊があったという時代に

人々がどう生きていたのかを，丁寧に見ていき

たいなと思っています。

山口　私も基本的に歴史学が専門ですので，史

料を読んで分析して仮説を立ててという作業が

研究の中心です。史料といっても図書館や現地
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の文書館に入っているものもあれば，校訂され

て刊行されているものもありますし，いろいろ

です。いずれにしても，読み切れないほどの相

当量の史料が手元にありますので，今すぐに新

たな史料を探しに行かなければいけないという

状況ではありません。ただ，基本的に史料を相

手にしていても，現地を歩くというのはやはり

非常に重要です。町や村を訪れたり，景観を確

認したり，道路網がどうなっているのか，ある

いは古い建築物がどういうなっているのかを見

ることも，研究上の大事な作業です。

　そういうわけで，現地に行くと町のそばにあ

る山など高いところに登って，町を鳥瞰図的に

見るのが好きです。イランではよくあることで

すが，そのために治安当局に一時的に捕まった

りということも何度かありました（笑）。勝手

に山に登るのは最近ではあまりやっていません

けれど，できるだけ町などを歩き回るようには

していますので，それができないのはとても残

念です。

　今後の研究ですが，私自身は元々，現代の民

族問題や民族主義運動への関心からクルド研究

に入りましたが，当時はクルド地域に関する歴

史研究があまり進んでおらず，前近代からの歴

史的な経緯がどうなっていたのかということが

あまりよくわかっていませんでした。非常に大

ざっぱにいえば，19 世紀までは在地領主のよ

うな存在がクルド地域各地にあって，家臣団と

して多くの部族集団を従え，それぞれ特定の所

領を支配して，オスマン朝なりイランの王朝か

ら一応支配を認められていましたが，19 世紀

の近代化で彼らも統治権を奪われていった。そ

れに対する反発として反乱が起こり，それがだ

んだんナショナリズム運動にもつながっていっ

たというのが，よくいわれる通説です。

　しかし，19 世紀以前が本当はどうなってい

たかというのは，あまり研究がないんです。オ

スマン朝に関してはそれなりに研究があって，

16 世紀以降の流れというのはそこそこ辿れる

んですが，イランに関してはごく限られた研究

しかなかった。そういうわけで，イランのクル

ド地域がどういう歴史的変化を辿ってきたのか

ということを研究し，自分なりに納得したいと

思ったわけです。そのため，いったん前近代に

までさかのぼってクルド地域の権力構造や中央

政府との関係を確認し，それらが近代になって

どう変化し，さらに現代につながってきたのか

を自分なりに考えてみたいということでもう

20 年以上，研究をやってきています。

　ですから，今後も基本的にはその方針で研究

していくつもりです。中央との関係がどうなっ

ていったのか，あるいは在地のクルド社会自体

がイランという政治空間に組み込まれるなかで

どう変化していったのかといったことを研究し

ていきたいと思っています。それをなんとか

19 世紀，あるいはそれ以降の歴史にうまくつ

なげられればと考えています。

今井　もし大きな物語の理解が進んだら，また

現代に戻ってこられるという可能性もあります

か。

山口　年齢的なこともありますしわかりません

けれど，個人的には 20 世紀の，たとえば戦間

期などに関心があります。最近でも，たとえば

鶴見さんがさかんに研究されていらっしゃると

思うんですけれど，ただ，一般的には戦間期の

中東地域を研究している人はかつてほどにはい
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ないように思います。しかし，近代と現代をつ

なぐ非常に重要な時代だと思っていますので，

そのあたりまでは自分の研究をつなげていけれ

ばとは思っています。

立花　私自身は現代を研究していて，基本的に

はニュースを丹念に読むというところからス

タートしているので，文字ベースの情報の解釈

に注力することになると思います。しかし，や

はり現地に行って人と会って話を聞き，情報を

組み合わせることでつかめることもありますの

で，現地に行けないという状況には（影響があ

るかどうかはともかく）かなり不安を感じてい

ます。

　すでに以前会ったことがあって，お互いすぐ

にコンタクトを取れる人に対してはオンライン

で話を聞くことは不可能ではないのでしょうが，

新規開拓はちょっと難しい。その意味でいうと，

たとえば別の人に追加で話を聞きたいなとなっ

たとして，以前なら「ちょっと別の人も紹介し

てもらえませんか」ということができましたが，

オンラインではそれがちょっと想像できなくて，

非常に困っています。

　今できることをやるしかないのですが，やは

りできるだけ早く現地に行きたいという思いは

あります。去年，第二次ナゴルノ・カラバフ紛

争がありましたが，あのときは現地に行けたら

とすごく思いました。積年の恨みをアゼルバイ

ジャンが晴らしていく状態だったので，現地の

状況を見ておきたかったですね。

　今後の研究ですが，私自身の関心としてより

政治研究というか，政治学の研究に軸を置いて

いきたいと思っています。ここ最近はとくにそ

ういう方針でさまざまな調査を続けてきました。

アルメニアやジョージアに行って政治関係者と

話をしたりといったことをやっていたので，そ

れを形にしていきたいと思っています。

　軸としては，旧ソ連地域ではやはり「権威主

義体制の維持」がかなり大きなテーマになりま

す。アゼルバイジャンは世襲という形ですんな

りと大統領職が継承されましたけれど，アルメ

ニアやジョージアでは，ある程度ルールに則っ

た形で権力を維持したいと考えた時の政権が，

大統領制から議院内閣制にシフトさせて，それ

で任期の縛りのない首相職に大統領がスライド

することで権力を維持することをねらって，い

ずれも失敗するという形に終わりました。執政

権の憲法上の変更と権威主義体制の維持という

関係について比較研究していければと思ってい

ます。

今井　私もトルコへ行けば 1 ～ 2 日で終わる話

が，オンラインだと 1 カ月ぐらいかかったりと，

オンラインで人を動かすのはなかなか難しいな

ということを痛感しています。

　私から最後にひとつだけ質問です。最近はシ

リア内戦でクルド問題に光が当たったり，第二

次ナゴルノ・カラバフ紛争でアゼルバイジャン

やアルメニアが取り上げられたりしました。今

までクルド，アゼルバイジャン，コーカサスと

いったところの研究にはそこまで多くの人が参

入していなかったわけですが，もしかしたらこ

れらの地域に興味をもつ若い人がこれから増え

るのではないかと思います。一方，中東に関し

ていうとイスラム国はインパクトはあったんで

すが，それによって研究者になろうとか中東へ

行こうという人は逆に減ってしまったかなとい

うイメージです。
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　今後，自分たちの研究分野に新規参入してく

る若い研究者が多くなっていきそうな気配があ

るのか，それともだんだん少なくなっていきそ

うのか，こんな風にすると研究者が増えるん

じゃないかなど，考えていらっしゃることが

あったら教えていただけますでしょうか。

鶴見　私に関連する分野でいうと，イスラエル

は昔から細々と続いている感じはありますが，

パレスチナ研究なども含めると，やっぱり減少

傾向にあると思います。ロシア研究ももちろん

減っています。どういうふうに盛り上げていく

かとは，ずっと考えてはいて，まずは興味をもっ

てもらうことに注力することが非常に重要だと

は思うんですが，もちろんこれは当時の情勢次

第ではありますね。

　ひとつは，地域研究は興味をもつだけではで

きないところがあって，一番の壁はやっぱり語

学ですよね。ここで挫折する人が多いと思いま

す。最近は博士論文にしても期間をどんどん短

くする傾向にあって，なかなか悠長に語学の勉

強をしていられない。だから，そこを支援でき

るといいのかなというのは素朴に思います。そ

れこそ外務省に入ったら語学の研修をするぐら

いの感じで「よくぞこのマイナー言語をやろう

としてくれた」といった感じで支援する。その

期間の生活のためになにかしら物理的（金銭的）

にも支援するとか，そういう方向のインセン

ティブができれば変わるのではないかと思いま

す。

　非常に難しい問題ですけれど，なにを支援す

るかということでいえば，興味をもってもらう

ための企画は本当にたくさんやられてきたこと

なので，新たにやるとしたらそこかなという気

がします。

立花　語学は私自身も本当に苦労したので，鶴

見さんのお話を聞いてそういった支援があると

いいなと思いました。語学についていうと，今

オンラインでいろんなものが受けられる状態に

はなっていて，たとえば東京外大の語学の授業

などがオンラインで開講されています。そう

いったものが利用できる環境にもなっています

ね。

　私自身はアゼルバイジャン語を教えてくれる

人がいなかったので，まずトルコ語の勉強会と

テュルク諸語講読会に参加して勉強した後に，

アゼルバイジャン語の教科書で一人で独学とい

うような形でした。みんなで勉強し合えるよう

な仕組みがオンラインでもあれば，モチベー

ションの維持はかなりできると思います。私自

身は一人でずっと厳しい勉強の日々を送ってき

ましたので……（笑）。

山口　とくに付け加えることはないですが，ク

ルド研究に限っていえば，関心をもつ若い人が

以前に比べれば出てきていますので，好ましい

傾向かなと思っています。しかし，全体的に見

れば中東研究の分野で大学院に進む人はおそら

くどの大学も減っていると思いますので，将来

的には少し心配な状況ですよね。なかなか妙案

はないのですが……　岩﨑さんもそうだと思い

ますが，われわれはいわゆるバブルの世代でも

あり，大学院への進学にともなう将来的な不安

があまりなくて，まぁなんとかなるだろうとい

う感覚で大学院に進んだように思います。実際

はともかくとして，大学院に進学した時点では，

将来，就職に苦しむかもしれないといった不安
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はあまりなかった。つまり，大学院に進むとき

の心理的ハードルがそれほど高くなかったわけ

です。今は，大学院への進学ないしは研究者を

目指すにあたって将来への不安感が相当あるの

で，そこのところをうまく緩和できるような手

段があればと思います。

今井　本日は長い時間お付き合いいただき，あ

りがとうございました。

岩﨑　ありがとうございました。
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